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一　

中
世
都
市
堺
の
遺
産

　
　
　

―

西
鶴
の
浮
世
草
子
『
日
本
永
代
蔵
』―

　

貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
西
鶴
の
『
日
本
永
代
蔵
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
全
六
巻
、
各

巻
に
短
編
が
五
つ
、
計
三
〇
話
の
短
編
集
で
あ
る
。
江
戸
時
代
前
期
、
元
禄
期
の
安
定

し
た
世
情
の
下
、
経
済
発
展
を
反
映
し
た
町
人
や
細
工
師
、
漁
師
た
ち
の
経
済
活
動
の

物
語
で
、
成
功
し
て
長
者
に
な
っ
た
者
は
多
い
が
、
没
落
し
た
者
の
話
も
あ
る
。

　

物
語
の
舞
台
を
見
る
と
、

江
戸
６
話
、
京
都
４
話
、
伏
見
１
話
、
淀
２
話
、
大
坂
２
話
、
堺
２
話
、
大
津

（
近
江
）
１
話
、
奈
良
・
初
瀬
街
道
２
話
、
敦
賀
２
話
、
太
地
（
紀
伊
）
１
話
、

駿
府
（
駿
河
）
１
話
、
小
金
原
（
常
陸
、
実
は
下
総
）
１
話
、
坂
田
（
出
羽
、
酒

田
）
１
話
、
津
山
（
美
作
）
１
話
、
博
多
１
話
、
豊
後
府
内
（
大
分
）
１
話
、
長

崎
１
話

と
い
っ
た
分
布
で
あ
る
。
こ
の
内
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
の
は
泉
州
堺
、
巻

四
の
第
五
話
「
伊
勢
海
老
の
高
買
」
と
巻
六
の
第
三
話
「
買
置
は
世
の
心
や
す
い
時
」

で
あ
る
（
岩
波
古
典
文
学
大
系
48
『
西
鶴
集
』
下
）。

　

ま
ず
、
巻
四
の
第
五
話
「
伊
勢
海
老
の
高
買
」
の
冒
頭
は
、
始
末
（
節
約
）
を
心
掛

け
る
の
は
正
月
の
準
備
か
ら
と
説
き
、
江
戸
や
大
坂
で
は
正
月
の
蓬
莱
飾
り
に
高
価
な

伊
勢
海
老
や
蜜
柑
の
代
々
を
用
い
る
が
、
堺
で
は
安
価
な
車
海
老
や
九く

年ね
ん

母ぼ

で
済
ま
す

こ
と
が
あ
っ
た
と
述
べ
る
。

爰こ
ゝ

に
摂せ

つ

泉せ
ん

境さ
か
ひ

大お
ほ

小せ
う

路ぢ

の
辺
り
に
樋ひ

の

口く
ち

屋
と
い
ふ
人
、
世
渡
り
に
油
断
な
く
、
一

生
物
の
費つ

ひ
えに

な
る
事
せ
ざ
り
。
さ
れ
ば
「
蓬ほ

う

莱ら
い

は
、
神か

み

代よ

こ
の
方
の
習
は
し
な
れ

ば
と
て
、
高か

う

直ぢ
き

な
る
物
を
買
ひ
調
へ
、
こ
れ
を
飾
る
事
何
の
益
な
し
。
天
照
太
神

も
咎
め
さ
せ
給
ふ
ま
じ
」
と
、
伊
勢
海
老
の
代
り
に
車
海
老
、
代
々
の
替か

へ

に
九く

年ね
ん

母ぼ

を
積
み
て
…
…
そ
の
年
は
堺
中
に
伊
勢
海
老
・
代
々
一
つ
買
は
ず
に
済
ま
し

ぬ
。

　

あ
る
時
、
夜
更
け
て
、
樋
口
屋
の
門
を
た
ゝ
き
て
、
酢
を
買
ひ
に
く
る
人
あ

り
。
中
戸
を
奥
へ
は
幽か

す

か
に
聞
え
け
る
。
下
男
目
を
覚
し
…
…
空
寝
入
り
し
て
、

…
…
夜
明
け
て
亭
主
は
、
か
の
男
よ
び
付
け
て
、
何
の
用
も
な
き
に
「
門
口
三
尺

掘
れ
」
と
云
ふ
。
…
…
「
そ
れ
程
に
し
て
も
、
銭
が
一
文
な
い
事
、
よ
く
心
得

て
、
か
さ
ね
て
は
一
文
商
ひ
も
大
事
に
す
べ
し
。
…
…
」

　

堺
と
い
ふ
所
は
俄に

は
か

分ぶ
ん

限げ
ん

者じ
ゃ

稀
な
り
。
親
よ
り
二
代
三
代
つ
ゞ
き
て
、
古
代
の

買か
ひ

置お
き

物も
の

、
今
に
売
ら
ず
し
て
時
節
を
待
つ
は
、
根
づ
よ
き
所
な
り
。
朱し

ゅ

座ざ

落
着

き
、
鉄
砲
屋
は
御
用
人
、
薬
屋
仲
間
は
、
慥た

し
かに

長
崎
へ
取
り
や
り
銀が

ね

、
余
所
よ
り

借
る
事
な
し
。
世
間
う
ち
ば
に
か
ま
へ
、
又
あ
る
時
は
、
な
ら
ぬ
事
を
も
す
る

也
。
南
宗
寺
の
本
堂
・
庫
裏
に
至
る
迄
、
一
人
し
て
の
建
立
、
殊
勝
な
る
事
な

り
。
心
は
と
も
あ
れ
、
風
俗
は
都
め
き
た
り
。
…
…

　

正
月
飾
り
を
始
末
す
る
樋
口
屋
は
店
の
者
の
懈
怠
を
厳
し
く
諫
め
る
。
こ
う
し
た
堺

に
は
俄
分
限
者
は
稀
で
、
二
代
も
三
代
も
続
い
た
根
強
い
商
人
た
ち
で
あ
る
。
し
か

し
、
あ
る
時
に
は
南
宗
寺
の
本
堂
や
庫
裏
を
一
人
で
建
立
す
る
ほ
ど
財
力
を
惜
し
ま
な

い
と
い
う
。

　

巻
六
の
第
三
話
「
買
置
は
世
の
心
や
す
い
時
」
は
、
長
崎
貿
易
に
従
事
す
る
裕
福
な

商
人
が
、
息
子
の
治
療
に
当
た
っ
た
医
者
に
莫
大
な
謝
礼
を
す
る
話
で
あ
る
。

　

毎
年
元
日
に
書
置
し
て
、
四
十
以
後
死
を
わ
き
ま
へ
、
正
直
に
世
渡
り
す
る

に
、
自
然
と
分
限
に
な
つ
て
、
泉
州
堺
に
小
刀
屋
と
て
、
長
崎
商
人
有
り
。
こ
の

津
は
長
者
の
隠
れ
里
、
根
の
し
れ
ぬ
大
金
持
、
そ
の
数
を
し
ら
ず
。
こ
と
さ
ら
名

物
の
諸
道
具
・
唐
物
・
唐
織
、
先
祖
よ
り
五
代
こ
の
か
た
買
ひ
置
き
し
て
、
内
蔵

に
収
め
置
く
人
も
あ
り
。
…
…
只
ひ
と
り
の
男
子
、
万
事
か
ぎ
り
に
煩
ひ
け
る
。

身
代
に
か
へ
て
養
生
す
る
に
験
気
な
く
、
…
…
「
歩
行
医
者
な
が
ら
、
療
治
よ
く

せ
ら
る
ゝ
」
と
て
引
き
合
は
さ
れ
…
…
半
年
あ
ま
り
に
鬼
の
ご
と
く
達
者
に
な
し

研
究
論
文

鶴
崎　

裕
雄
（
帝
塚
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

　

文
学
に
見
る
中
世
都
市
堺
の
残
像
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…
…
「
薬
代
を
み
や
う
が
の
た
め
に
つ
か
は
し
た
し
。」
…
…
銀
百
枚
・
真
綿

二
十
把
、
斗
樽
壱
荷
に
箱
肴
。
思
ひ
の
外
な
る
薬
代
、
薬
師
も
再
三
の
斟
酌
、
取

次
の
人
も
力
を
添
へ
、
銀
百
枚
借
り
て
、
こ
の
医
者
に
家
屋
敷
を
も
と
め
さ
せ
、

次
第
に
時は

花や

り
出
で
、
程
な
く
乗
物
に
乗
ら
れ
け
る
。
申
せ
ば
わ
づ
か
の
事
な
が

ら
、
四
十
貫
目
に
た
ら
ぬ
身
代
に
て
銀
百
枚
の
薬
代
せ
し
は
、
堺
は
じ
ま
つ
て
町

人
に
は
な
い
事
な
り
。
こ
の
気
、
大
分
仕
出
し
、
家
栄
え
し
と
な
り
。

　

こ
こ
で
も
西
鶴
は
、
堺
の
津
は
長
者
の
隠
れ
里
で
、
大
勢
の
大
金
持
ち
が
い
て
、
先

祖
よ
り
五
代
こ
の
方
、
名
物
の
諸
道
具
・
唐
物
・
唐
織
な
ど
を
買
い
置
い
て
収
蔵
し
て

い
る
と
い
う
。
堺
は
代
々
の
大
商
人
の
町
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

西
鶴
の
い
う
先
祖
か
ら
代
々
受
け
継
が
れ
た
大
商
人
の
町
、
そ
れ
は
永
禄
五
年

（
一
五
五
二
）
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
が
イ
エ
ズ
ス
会
本
部
に
送
っ
た
有
名
な
書
簡
の
一

節
に
記
さ
れ
て
い
る
（
新
異
国
叢
書
『
イ
エ
ズ
ス
会
士
日
本
通
信
』）。

日
本
全
国
、
当
堺
の
町
よ
り
安
全
な
る
所
は
な
く
、
他
の
諸
国
に
お
い
て
動
乱
あ

る
も
、
此
の
町
に
は
か
つ
て
な
く
、
敗
者
も
勝
者
も
、
此
の
町
に
来
往
す
れ
ば
皆

平
和
に
生
活
し
、
諸
人
相
和
し
、
他
人
に
害
を
加
ふ
る
者
な
し
。

　

さ
ら
に
岡
見
正
雄
氏
は
、『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
一
五
年
（
一
四
八
三
）
六

月
二
日
条
（　
補
増

続
史
料
大
成
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
八　

臨
川
書
店
）
の
、

和
泉
堺
福
天
十
六
七
人
、
各
女
房
也
、
入
上
京
之
由
申
云
々
。
真
実
拝
見
者
在
之

云
々
。
又
京
都
之
賓
法
神
五
六
十
人
男
也
、
各
鶯
・
ニ
ワ
鳥
ヲ
頭
ニ
イ
タ
ヽ
ク
、

和
泉
堺
ヘ
行
向
之
由
申
下
向
云
々
、

を
引
用
し
て
、

　

乃
ち
京
都
か
ら
貧
乏
神
が
堺
へ
下
向
し
た
の
に
対
し
、
和
泉
の
堺
か
ら
は
福
天

が
十
六
七
人
も
上
京
し
、
而
も
そ
れ
が
女
房
で
あ
る
と
い
ふ
巷
説
も
伝
は
つ
て
居

た
。
和
泉
の
堺
は
西
洋
の
所
謂
自
由
都
市
に
近
い
様
な
性
格
を
持
つ
て
ゐ
た
と
い

は
れ
、
多
く
の
文
化
荷
担
者
、
画
人
茶
人
連
歌
師
等
が
屡
々
戦
乱
を
避
け
之
処
に

集
り
、
や
が
て
近
世
文
化
の
一
大
淵
薮
を
な
し
て
ゐ
た
事
が
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
。

そ
の
堺
か
ら
は
、
福
天
の
、
女
房
が
都
へ
上
つ
た
と
言
ふ
の
は
何
だ
か
富
市
堺
に

ふ
さ
は
し
く
、
京
か
ら
貧
乏
神
が
下
つ
た
の
は
「
算
用
に
浮
世
を
立
て
る
京
住

居
」
の
せ
ゝ
こ
ま
し
さ
を
象
徴
し
て
ゐ
る
様
で
を
か
し
い
。

と
述
べ
て
お
ら
れ（

１
）、

岡
見
氏
の
こ
の
一
文
は
中
世
堺
の
繁
栄
を
象
徴
し
た
名
文
で
、
私

も
こ
れ
ま
で
た
び
た
び
堺
の
説
明
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
世
都
市
堺
、
西
鶴
が
残
像
を
評
し
た
堺
を
、
文
学
作
品
に
史
料
を
求
め

て
論
じ
よ
う
と
い
う
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
な
お
拙
稿
に
「
大
阪
の
河
川
と
海
港

の
文
化
と
文
学
（
稿
）―

地
域
学
・
地
域
文
学
論
資
料
収
集
の
一
作
業―

（
２
）」

が
あ
っ

て
、
本
稿
は
そ
の
資
料
の
一
部
を
使
っ
て
文
章
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お

き
た
い
。

二　

遣
明
貿
易
の
繁
栄

　
　
　

―

甘
露
寺
親
長
の
日
記
『
親
長
卿
記
』―

　

文
明
一
五
年
（
一
四
八
三
）
第
一
三
次
遣
明
船
が
堺
港
か
ら
出
発
し
た
。
勘
合
貿
易

は
応
永
一
一
年
（
一
四
〇
四
）
の
第
三
次
遣
明
船
か
ら
始
ま
る
の
で
、
文
明
一
五
年
は

第
一
一
次
勘
合
貿
易
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
初
期
の
遣
明
船
は
筑
前
の
博
多
に
集
結
し

て
中
国
大
陸
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
応
仁
の
乱
が
起
こ
り
、
瀬
戸
内
海
の
運
航
が

出
来
な
く
な
る
と
、
堺
を
出
港
し
て
、
土
佐
沖
か
ら
東
シ
ナ
海
を
大
陸
に
向
か
う
航
路

が
取
ら
れ
た（

３
）。

こ
れ
に
よ
り
貿
易
港
は
博
多
か
ら
堺
に
移
り
、
そ
れ
ま
で
幕
府
や
大
内

氏
が
行
っ
て
い
た
貿
易
が
、
幕
府
の
、
さ
ら
に
管
領
で
あ
り
、
和
泉
守
護
で
あ
る
細
川

一
族
の
掌
中
に
収
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
文
明
一
五
年
出
港
の
第
一
三
次
遣
明
船
に
甘
露
寺
中
納
言
親
長
の
弟
、
取
龍
首

座
が
乗
船
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
首し

ゅ

座そ

と
は
禅
宗
寺
院
で
住
持
に
次
ぐ
高
位
の
役
職

で
、
取
龍
首
座
は
明
（
中
国
）
の
事
情
に
精
通
し
、
す
で
に
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）

第
一
二
次
遣
明
船
に
乗
船
し
た
経
験
の
持
主
で
あ
る
。
弟
の
出
港
を
前
に
兄
親
長
は
堺

に
下
向
し
、
弟
を
訪
ね
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
親
長
の
目
的
は
弟
を
見
送
る
だ
け
で

は
な
く
、
弟
の
明
渡
航
を
機
に
一
儲
け
を
企
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

親
長
は
応
永
三
一
年
（
一
四
七
〇
）
生
ま
れ
。
後
花
園
・
後
土
御
門
天
皇
に
近
侍

し
、
後
に
大
納
言
と
な
り
、
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
七
七
歳
で
没
し
た
。
親
長
の
日

記
『
親
長
卿
記
』
は
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
か
ら
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
ま
で
の

記
録
で
あ
る
（　
補
増

史
料
大
成
41
〜
43
『
親
長
卿
記
』
一
〜
三　

臨
川
書
店
）。

　

親
長
の
弟
取
龍
首
座
は
堺
と
京
都
間
を
た
び
た
び
往
き
来
し
て
お
り
、
応
仁
の
乱
収

束
以
前
の
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
以
降
、
三
条
西
実
隆
の
『
実
隆
公
記
』
や
中
御
門
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宣
胤
の
『
宣
胤
卿
記
』
な
ど
の
他
の
公
家
日
記
に
も
名
が
記
さ
れ
て
い
る（

４
）。

　
『
親
長
卿
記
』
中
、
親
長
は
文
明
一
一
年
（
一
四
七
九
）
三
月
二
日
か
ら
四
月
高
野

山
参
詣
に
出
か
け
、
参
詣
前
の
三
月
三
日
か
ら
一
九
日
ま
で
、
ま
た
参
詣
後
の
二
三
日

か
ら
四
月
五
日
ま
で
堺
に
滞
在
し
て
い
る
。
花
見
の
歌
会
に
出
向
い
た
り
、
蹴
鞠
を
披

露
し
た
り
し
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
三
月
三
日
に
、

次
下
着
北
庄
南
昌
庵
、
龍

首
坐
宿
坊
、

休
息
、
暫
詣
宝
珠
庵
仁
首
座

居
住
、

閑
談
、
渡
唐
物
語
消
永
日
、
帰
宿
南

昌
庵

と
あ
る
記
事
で
あ
る
。
堺
北
庄
の
宿
坊
で
あ
る
弟
の
取
龍
首
座
の
南
昌
庵
に
着
き
、
宝

珠
庵
に
す
む
仁
首
座
と
閑
談
、
春
の
永
日
を
渡
明
の
土
産
話
で
過
ご
し
た
。
仁
首
座
も

取
龍
首
座
と
同
じ
文
明
八
年
の
第
一
二
次
遣
明
船
で
中
国
に
渡
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

文
明
一
二
年
四
月
一
二
日
か
ら
五
月
二
五
日
、
親
長
は
堺
に
下
向
し
て
い
る
。
こ
の

時
は
、
弟
の
取
龍
首
座
と
有（

有
馬
温
泉
）

間
の
湯
山
に
同
行
し
た
。
ま
ず
、
い
っ
た
ん
堺
に
行
き
、

一
四
日
間
（
二に

七ひ
ち

日に
ち

）
の
湯
治
を
終
え
て
ま
た
堺
に
帰
っ
て
来
た
。
堺
で
は
一
二
日
間

を
過
ご
し
て
帰
洛
し
た
。
そ
の
間
、
堺
で
も
有
馬
で
も
蹴
鞠
を
行
っ
て
い
る
。

　

文
明
一
三
年
四
月
四
日
か
ら
三
〇
日
に
も
堺
に
下
向
し
た
。
こ
の
時
は
飛
鳥
井
雅
康

や
高
倉
永
継
た
ち
が
有
馬
の
湯
治
に
行
き
、
そ
の
後
に
堺
に
寄
る
の
で
合
流
す
る
た
め

で
あ
る
。
堺
で
は
蹴
鞠
と
歌
会
が
行
わ
れ
た
。
九
日
条
に
「
彼
在
所
の
輩
な
り
、
十
余

人
に
及
ぶ
」、
一
〇
日
条
に
「
見
物
男
女
群
衆
法
を
過
ぎ
る
。
昨
日
の
如
し
」
と
あ
る
。

「
過
法
」
と
は
蹴
鞠
の
規
定
の
人
数
を
超
過
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　

次
に
親
長
が
堺
に
下
向
す
る
の
は
取
龍
首
座
の
二
度
目
の
渡
明
前
、『
親
長
日
記
』

文
明
一
五
年
（
一
四
八
三
）
二
月
二
七
日
条
〜
四
月
二
四
日
条
で
あ
る
。
実
は
こ
れ
よ

り
半
年
前
、
一
四
年
九
月
一
五
日
の
こ
と
、『
親
長
日
記
』
に
は
、

渡
唐
船
勘
合
一
合
船
、

三
合
船
、

今
日
被
渡
龍
首
座
予
弟
、

就
御
山
庄
被
仰
付
大
内
左
京
大
夫
政
弘
、

雖

然
申
子
細
、
仍
被
仰
龍
首
座
、
子
細
有
条
々
、

と
あ
っ
て
、
遣
明
船
三
艘
の
内
、
一
合
船
と
三
合
船
の
勘
合
が
取
龍
首
座
に
渡
さ
れ

た
。
勘
合
貿
易
に
よ
っ
て
東
山
山
荘
（
銀
閣
寺
）
の
造
営
費
を
捻
出
し
よ
う
と
い
う
の

だ
が
、
大
内
氏
と
の
交
渉
が
上
手
く
行
か
な
い
。
よ
っ
て
取
龍
首
座
に
勘
合
が
渡
さ
れ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

い
よ
い
よ
取
龍
首
座
の
二
度
目
の
渡
明
前
、
ま
ず
二
月
二
五
日
、
親
長
は
参
内
し
て

御
月
次
連
歌
に
出
座
、
つ
い
で
禁
裏
に
泉
州
境（

堺
）に

罷
り
下
る
暇
乞
い
を
し
た
。
取
龍
首

座
の
渡
明
を
見
送
る
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
堺
下
向
の
勅
許
を
得
た
の
で
あ
る
。
二
七

日
午
後
、
出
立
。
夜
、
淀
よ
り
乗
船
。
暁
方
に
は
渡（

渡
辺
）部

の
宿
に
着
い
た
。

廿 

八
日　

晴
、
早
旦
自
渡
部
詣
天
王
寺
并
住
吉
等
、
次
詣
泉
州
境
南
庄
南
昌
庵
、

晩
有
鞠
、

廿 

九
日　

晴
、
聞
久
世
舞
、
次
詣
正
法
寺
、
及
晩
正
法
寺
上
人
来
、
次
有
鞠
、
入

夜
入
風
呂
、

三
月
一
日　
　

晴
、
有
鞠
、

　
　

二
日　
　

陰
、

　
　

三
日　
　

陰
、
詣
住
吉
乗
船
、
遊
覧
、
依
塩
干
也
、
…
…

　
　

四
日
・
五
日
（
省
略
）

　
　

六 

日　
　

陰
、
時
々
晴
、
有
鞠
、
依
地
混
早
止
了
、
今
日
予
書
付
太
刀
十
二
振
、

分
書
付
渡
鎮
蔵
主
・
本
蔵
主
了
、
用
脚
千
疋
借
用
、
龍
首
座
令
用
意
太
刀
、
令

渡
唐
也
帰
朝
時
一
陪
用

脚
可
返
遣
也

、

　
　

七
日　
　

晴
、
…
…
今
夕
有
掬
、
朝
間
入
薬
風
呂
、

　
　

八
日　
　

晴
、
早
旦
入
薬
風
呂
、

　
　

九 

日　
　

晴
、
詣
桟
敷
、
金
剛
大
夫
勧
進
猿
等
也
常
行
寺

勧
進
也

、
藤
右
衛
門
振
舞
也
、
及

晩
雨
下
、

　
　

十
日
〜
十
四
日
（
省
略
）

　
　

十
五
日　

細
雨
下
、
今
日
新
黄
門
永
継
、
松
殿
少
将
忠
顕
朝
臣
等
来
臨
、

　
　

十
六
日　

晴
、
有
鞠
、
及
晩
雨
下
、

　
　

十 

七
日　

晴
、
詣
庄
筑
後
守
宿
所
、
依
招
請
也
、
有
朝
飯
、
新
黄
門
・
松
殿
少
将

等
同
道
、
帰
宅
之
後
有
鞠
、

　
　

十
八
日　

晴
、
有
鞠
、

　
　

十
九
日　

雨
下
、

　
　

廿
日　
　

晴
、
及
晩
雨
下
、
新
黄
門
・
松
殿
今
日
帰
京
、

　
　

廿
一
日　

雨
下
、

　
　

廿
二
日　

陰
晴
、
有
鞠
、

　
　

廿
三
日　

陰
、
有
鞠
、

　
　

廿
四
日　

晴
、
有
鞠
、（
省
略
）

　
　

廿 

五
日　

晴
、
参
詣
南
庄
天
神
、
又
参
詣
三
村
并
子
亥
御
前
等
、
次
詣
吉
祥
院
法
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印
坊
、
度
々
来
臨
礼
也
、
及
晩
有
鞠
、
入
夜
吉
祥
院
来
、
又
小
嶋
三
宅
弥
三
郎

来
、
尋
鞠
故
実
、

　
　

廿
六
日
〜
丗
日
（
省
略
）

四
月
一
日　
　

晴
、
有
鞠
、

　
　

二
日　
　

晴
、

　
　

三
日　
　

晴
、
有
鞠
、

　
　

四
日　
　

晴
、

　
　

五 

日　
　

晴
陰
、
入
夜
雨
下
、
自
小
嶋
二
号
船
着
岸
之
由
注
進
之
、
予
遣
唐
太
刀

十
二
振
、　

今
日
出
来
、
渡
本
蔵
主
了
、

　
　

六
日　
　

陰
、

　
　

七
日　
　

晴
、
有
鞠
、

　
　

八
日　
　

陰
、
有
鞠
、

　
　

九
〜
十
日
（
省
略
）

　
　

十
一
日　

晴
、
南
庄
柚
川
千
阿
死
去
、
七
十
七
云
々
、
希
代
之
徳
人
也
、

　
　

十
二
日　

晴
、
千
阿
今
日
荼
毘
、
貴
賤
見
物
成
市
、

　
　

十
三
日　

晴
、
自
肥
前
、
小
嶋
二
号
船
着
岸
境
津
、

　
　

十 

四
日　

晴
、
新
黄
門
室
家
．
并
息
女
三
四
人
、
中
内
侍
衆
等
参
天
王
寺
之
次
、

此
辺
経
廻
、
今
日
唐
船
見
物
了
、

　
　

十
五
日　

晴
、
詣
新
黄
門
室
家
宿
、
有
酒
、
及
晩
有
鞠
、

　
　

十 

六
日　

晴
、
女
中
今
日
帰
京
、
有
鞠
、
元
長
朝
臣
・
基
富
朝
臣
・
永
康
等
同

道
、

　
　

十
七
日　

於
山
城
有
合
戦
云
々
、

　
　

十
八
日　

晴
、
詣
庄
筑
後
守
宿
所
、
依
招
請
也
、
有
晩
食
、
帰
畢
之
後
有
鞠
、

　
　

十 

九
日　

晴
、
有
鞠
、
数
勝
負
也
、
左
方
次
第
不
同
、
庄
筑
後
守
・
下
内
宰
相

房
・
蔵
六
・
孫
三
郎
・
與
三
・
源
次
郎
・
六
郎
五
郎
、
右
方
、
予
・
南
昌
・
藤

右
衛
門
・
小
次
郎
・
左
衛
門
五
郎
・
弥
四
郎
・
又
四
郎
・
弥
六
、
左
五
度
上
鞠

之
内
、
悉
皆
数
百
八
十
余
足
、
右
五
度　

上
鞠
之
内
、
悉
皆
数
三
百
十
余
足
、

本
蔵
主
書
付
之
、

　
　

廿
日　
　

晴
、
風
烈
、
昨
日
鞠
負
事
有
之
、
次
有
鞠
、

　
　

廿
一
日　

晴
、
有
鞠
、

　
　

廿
二
日　

晴
、
有
鞠
、

　
　

廿
三
日　

晴
、
早
旦
帰
京
、
自
渡
部
乗
船
、
及
晩
雨
下
、
宿
宇（

鵜
殿
）殿

、

　
　

廿
四
日　

陰
、
自
宇
殿
乗
船
、
着
淀
、
午
後
帰
畢
、

　

帰
洛
し
た
翌
二
五
日
に
は
早
速
に
参
内
し
、
御
月
次
御
連
歌
に
参
加
し
て
い
る
。
お

よ
そ
二
ヶ
月
に
及
ぶ
長
期
の
堺
下
向
で
あ
る
。
二
、三
注
目
し
た
い
事
柄
を
上
げ
た
い
。

　

ま
ず
、
蹴
鞠
の
記
事
で
あ
る
。
蹴
鞠
の
記
事
は
文
明
一
一
年
・
一
二
年
・
一
三
年
の

下
向
の
折
に
も
見
え
、
一
三
年
に
は
「
見
物
男
女
群
衆
過
法
。
如
昨
日
」
と
記
さ
れ
て

い
た
。
文
明
一
五
年
の
鞠
の
記
事
を
拾
う
と
、
二
月
二
八
日
・
二
九
日
、
三
月
一
日
・

六
日
・
一
六
日
・
一
七
日
・
一
八
日
・
二
二
日
・
二
三
日
・
二
五
日
、
四
月
一
日
・
三

日
・
七
日
・
八
日
・
一
五
日
・
一
六
日
・
一
八
日
・
一
九
日
・
二
〇
日
・
二
一
日
の
各

条
に
見
え
る
。
特
に
四
月
一
九
日
に
は
右
方
左
方
に
分
か
れ
て
本
格
的
な
蹴
鞠
が
行
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
三
月
二
五
日
に
は
鞠
の
故
実
を
尋
ね
ら
れ
て
い
る
。
鞠
は
歌
や
連

歌
、
舞
楽
や
管
弦
と
同
様
に
伝
統
的
な
芸
能
で
あ
り
、
地
方
の
人
び
と
に
と
っ
て
憧
れ

の
雅
な
都
の
文
化
で
あ
る
。
甘
露
寺
親
長
は
蹴
鞠
に
長
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
武
士

や
商
人
、
寺
院
の
僧
た
ち
、
堺
の
有
力
者
た
ち
は
親
長
の
下
向
を
待
っ
て
い
ま
し
た
と

ば
か
り
に
鞠
の
指
導
を
受
け
よ
う
と
し
た
。
堺
に
着
い
た
そ
の
日
か
ら
、
帰
途
の
前
日

ま
で
「
有
鞠
」
の
文
字
が
見
え
る（

５
）。

　

最
も
興
味
深
い
の
は
三
月
六
日
条
の
、
今
日
太
刀
一
二
振
分
の
書
き
付
け
を
鎮
蔵
主

と
本
蔵
主
に
渡
し
、
費
用
千
疋
を
借
用
し
た
。
取
龍
首
座
に
太
刀
を
用
意
し
、
中
国
に

渡
ら
せ
る
。
帰
朝
の
時
に
は
費
用
の
倍
が
返
っ
て
く
る
、
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
日
本

の
品
、
こ
こ
で
は
日
本
刀
を
遣
明
船
に
預
け
、
明
で
「
唐
」
の
物
品
と
交
換
さ
せ
る
。

帰
国
し
て
そ
れ
を
売
れ
ば
倍
の
利
益
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
四
月
五
日
条
に
は
、

注
文
し
た
一
二
振
り
の
太
刀
が
出
来
、
本
蔵
主
に
渡
し
た
と
あ
る
。

　

遣
明
船
に
関
し
て
は
、
四
月
一
一
日
条
の
「
南
庄
柚
川
千
阿
死
去
、
七
十
七
云
々
、

希
代
之
徳
人
也
」、
続
い
て
一
二
日
条
の
「
千
阿
今
日
荼
毘
、
貴
賤
見
物
市
を
成
す
」

の
記
事
で
あ
る
。
柚
川
千
阿
は
湯
川
宣
阿
。
応
永
一
三
年
（
一
四
〇
六
）
生
れ
の
堺
の

納
屋
衆
。
文
明
八
年
の
遣
明
船
の
抽ち

ゅ
う

分ぶ
ん

銭せ
ん

を
請
負
い
巨
額
の
富
を
得
る
。
抽
分
銭
と

は
帰
国
後
の
貨
物
評
価
を
請
負
っ
て
出
発
前
に
費
用
を
支
払
う
制
度
で
あ
る
。
希
代
の

徳
人
の
火
葬
に
貴
賤
の
見
物
は
市
を
成
す
ほ
ど
に
集
ま
っ
た
と
い
う
。

　

都
か
ら
は
遣
明
船
見
物
に
公
家
や
そ
の
奥
方
た
ち
が
堺
を
訪
れ
る
。
三
月
一
五
日
条
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の
高
倉
永
継
・
松
殿
忠
顕
、
一
四
日
条
の
高
倉
永
継
夫
人
と
そ
の
娘
、
一
六
日
条
の
甘

露
寺
元
長
・
園
基
富
た
ち
で
あ
る
。

　

甘
露
寺
親
長
の
帰
洛
に
は
取
龍
首
座
も
同
道
し
た
。
五
月
一
日
条
・
二
日
条
に
は
、

甘
露
寺
亭
に
三
条
西
実
隆
や
高
倉
永
継
ら
を
招
い
て
餞
別
の
晩
飯
や
蹴
鞠
を
行
っ
て
い

る
。
三
日
条
に
は
、

龍
首
座
今
日
下
向
泉
州
、
自
禁
裏
御
誂
物
注
文
、
載
請
文
進
上
之
、
次
帰
国
之

時
、
六
万
疋
可
進
上
之
由
、
同
載
請
文
了
、
千
貫
可
進
上
之
処
、
万
五
千
疋
先
年

被
借
召
了
、
仍
為
三
相
陪
分
引
給
候
相
残
進
上
也
、

と
あ
る
。
禁
裏
か
ら
御
誂
物
注
文
を
受
け
た
。
帰
国
す
る
と
千
貫
を
進
上
す
る
の
で
あ

る
が
、
先
年
一
万
五
千
疋
の
借
財
が
あ
る
の
で
三
倍
分
を
差
し
引
い
て
進
上
す
る
と
い

う
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
金
額
が
現
代
で
は
ど
れ
ほ
ど
の
額
に
な
る
の
か
、
私
に
は
わ

か
ら
な
い
が
、
こ
う
し
た
取
引
の
背
景
に
は
堺
商
人
の
財
力
が
あ
っ
て
、
当
然
、
第

二
、
第
三
の
湯
川
宣
阿
が
控
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
時
、
文
明
一
五
年
の
第
一
三
次
遣
明
船
は
文
明
一
七
年
一
二
月
に
肥
前
の
五
島

列
島
に
着
い
た
。
し
か
し
堺
に
帰
港
は
翌
年
、
文
明
一
八
年
七
月
で
あ
っ
た
。
堺
海
会

寺
の
僧
、
季
弘
大
叔
の
日
記
『
蔗
軒
日
録
』（
大
日
本
古
記
録　

岩
波
書
店
）
文
明

一
八
年
七
月
四
日
条
に
は
、

大
唐
帰
朝
之
船
、
此
日
着
岸
、
…
…
是
日
午
時
、
帰
国
大
船
三
艘
、
着
于
当
津
、

南
北
歓
声
喧
甚
云
、

と
あ
っ
て
、
堺
の
町
挙
げ
て
の
歓
迎
が
窺
わ
れ
る
。

三　

自
由
都
市
堺

　
　
　

―

招
月
庵
正
広
の
歌
集
『
松
下
集
』―

　

甘
露
寺
親
長
が
弟
の
渡
明
を
見
送
る
た
め
堺
に
下
っ
た
文
明
一
五
年
（
一
四
八
三
）

よ
り
三
年
後
、
招
月
庵
正
広
と
い
う
歌
僧
が
堺
に
住
み
、
た
び
た
び
歌
会
が
開
か
れ
、

歌
集
の
『
松
下
集
』
に
は
堺
の
人
び
と
と
の
交
流
が
見
え
る（

６
）。

　

招
月
庵
正
広
は
応
永
一
九
年
（
一
四
一
二
）
生
れ
。
室
町
時
代
前
期
の
歌
壇
を
代
表

す
る
正
徹
に
師
事
し
、
一
条
兼
良
や
細
川
勝
元
・
能
登
守
護
畠
山
義
忠
ら
と
親
交
を
得

た
。
長
享
三
年
（
一
四
五
九
）
正
徹
没
後
、
招
月
庵
を
継
承
し
た
。
寛
正
五
年

（
一
四
六
四
）
大
内
教
弘
に
招
か
れ
周
防
・
筑
紫
下
向
、
応
仁
元
年
（
一
四
五
七
）
応

仁
の
乱
勃
発
後
、
南
都
不
退
寺
・
大
和
長
谷
寺
に
住
み
、
美
濃
の
斎
藤
妙
椿
を
訪
ね
、

摂
津
之
親
に
同
行
し
て
遠
江
・
駿
河
に
下
向
し
た
。
文
明
一
一
年
（
一
四
七
九
）
和
泉

堺
北
庄
の
金
光
寺
の
空
き
た
る
寮
に
居
住
し
た
が
、
翌
年
能
登
に
下
向
、
文
明
一
八
年

（
一
四
八
六
）
よ
り
本
格
的
に
堺
に
居
を
定
め
る
よ
う
に
な
る
。
長
享
年
間
（
一
四
八
七

〜
八
九
）
摂
津
の
池
田
に
も
晴
雲
庵
を
建
立
し
、
堺
・
池
田
・
京
都
を
常
に
往
復
し

た
。
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
四
月
、
八
二
歳
で
没
し
た
。

　

歌
集
の
『
松
下
集
』（
国
会
図
書
館
本
、『
私
家
集
大
成
』
６　

明
治
書
院
）
は
、
全

六
冊
、
こ
の
内
、
第
一
冊
・
第
四
冊
・
第
五
冊
は
日
次
詠
草
で
、
第
一
冊
は
応
永
三
一

年
（
一
四
二
四
）
〜
文
明
一
四
年
（
一
四
八
二
）、
第
四
冊
は
文
明
一
五
年
〜
延
徳
元

年
（
一
四
八
九
）、
第
五
冊
は
延
徳
二
年
〜
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
の
歌
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
第
二
冊
・
第
三
冊
・
第
六
冊
は
四
季
・
恋
・
雑
の
部
立
詠
草
で
あ
る
。
史

料
と
し
て
歌
会
の
年
月
日
や
一
座
の
顔
ぶ
れ
が
わ
か
る
日
次
詠
草
の
詞
書
き
が
利
用
で

き
る
。
本
節
で
は
以
下
、
日
次
詠
草
の
内
、
明
ら
か
に
堺
で
の
歌
会
ま
た
は
堺
関
係
と

わ
か
る
詞
書
き
、
さ
ら
に
池
田
と
の
比
較
を
試
み
る
た
め
に
、
池
田
の
歌
会
ま
た
は
池

田
氏
の
依
頼
と
わ
か
る
詞
書
き
を
掲
げ
る
。
な
お
池
田
の
詞
書
き
に
は
冒
頭
右
肩
に

「
池

」
の
印
を
付
け
る
。

【
第
一
冊
】
応
永
三
一
年
（
一
四
二
四
）
〜
文
明
一
四
年
（
一
四
八
二
）

　

文
明 

十
一
年
の
秋
の
比
よ
り
、
智
恵
光
院
を
人
に
あ
づ
け
置
て
、
泉
州
堺
北
庄
網
道

場
金
光
寺
と
い
へ
る
そ
の
う
ち
に
、
あ
き
た
る
寮
に
す
み
侍
る
。
歌
な
ど
た
び

榎
円
人
の
興
行
よ
み
侍
る
を
、
取
ち
ら
し
て
書
と
ゞ
め
ず
。
次
年
の
七
月
す

ゑ
、
能
州
府
中
左
衛
門
佐
状
を
給
て
下
て
…
…

　

池

同（
文
明
）十 

四
年
春
、
摂
州
池
田
若
狭
守
正
種
所
へ
、
宗
祇
、
杉
原
伊
賀
入
道
宗
伊
な
ど
下

侍
る
に
、
予
も
く
だ
れ
か
し
な
ど
申
さ
る
ゝ
に
、
を
も
む
き
侍
る
に
、
人
々
歌

合
興
行
有
て
、
三
首
題
出
し
は
つ
る
に

【
第
四
冊
】
文
明
一
五
年
〜
延
徳
元
年
（
一
四
八
九
）

　
（
文
明
一
八
年
）
八
月
、
泉
州
堺
へ
く
だ
り
て
同
十
五
夜
引
接
寺
に
て
十
五
夜

　
　
　

廿
六
日
、
引
接
寺
に
て
一
座
あ
り
し
に

　
　

九
月
十
日
、
永
昌
院
に
て
、
人
々
う
た
合
せ
し
に

　
（
十
月
） 

廿
四
日
、
堺
の
草
庵
に
か
へ
り
侍
る
。
同
廿
六
日
、
藤
原
家
定
す
ゝ
め
に
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て
、
続
歌
あ
り
し
に

　
　

十
二
月
の
比
、
海
会
寺
の
喝
食
、
扇
に
梅
を
描
き
た
る
に
季
弘
和
尚
賛
を
し
侍
る

　

長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
正
月
朔
日
、
泉
州
堺
草
庵
に
て
…

　
　
　

十
三
日
、
引
摂
寺
に
て
一
座
あ
り
し
に

　
　
　

十
六
日
、
宗
椿
す
ゝ
め
に
て

　
　

三
月
六
日
、
南
庄
小
林
寺
の
花
の
も
と
に
て
一
座
あ
り
し
に

　
　
　

十
日
、
引
接
寺
の
う
た
合
に

　
　
　

三
月
尽
と
て
、
草
庵
へ
人
々
来
て
一
座
あ
り
し
に

　
　
　

 

同
比こ

ろ

、
泉
州
細
川
阿
波
入
道
常
泰
よ
り
、
百
首
を
よ
み
た
ま
ひ
て
点
を
所
望
あ

る
に
…

　
　

六
月
十
日
、
引
摂
寺
三
首
歌
合
に

　
　

八
月
十
日
、
引
摂
寺
三
首
う
た
合
に

　
　
　

池

十
月
八
日
、
池
田
民
部
丞
藤
原
綱
正
に
て
一
座
の
中
に

　
　

十
二
月
十
日
、
引
摂
寺
三
首
歌
合
に

　

池（
長
享
二
年
）二
月
四
日
、
池
田
若
狭
守
正
種
か
た
よ
り
迎
来
た
る
に
ま
か
り
侍
る
、

　
　
　

池

同
六
日
、
兵
庫
助
正
盛
す
ゝ
め
に
て
一
座
あ
り
し

　
　
　

池

九
日
、
民
部
丞
綱
正
す
ゝ
め
に
て
三
首
う
た
合
に

　
　
　

池

十
五
日
、
藤
原
正
種
す
ゝ
め
に
て
う
た
合
あ
り
し
に

　
（
二
月
）
廿
七
日
、
引
摂
寺
但
阿
寮
に
て

　
　

三 

月
三
日
、
人
々
に
さ
そ
は
れ
て
、
浦
の
し
ほ
ひ
お
を
見
侍
て
、
か
へ
さ
に
観
乗

と
云
人
の
と
こ
ろ
に
て
一
座
あ
り
し
に

　
　
　

九
日
、
草
庵
会
に

　
　
　

二
十
二
日
、
引
摂
寺
月
次
三
首
に

　
　

卯
月
廿
日
、
細
川
阿
州
よ
り
す
ゝ
め
給
ふ

　
　

五
月
十
三
日
、
引
摂
寺
の
う
た
合
に

　
　
　

 

廿
九
日
、
本
国
寺
住
持
日
円
、
堺
の
末
寺
成
就
寺
へ
下
ら
れ
侍
に
見
参
し
、
短

冊
を
出
し
、
一
首
所
望
に

　
　

池

（ 

七
月
）
九
日
、
池
田
若
狭
か
た
よ
り
む
か
ひ
来
て
下
侍
る
、
同
名
彦
次
郎
正
誠

過
し
二
日
死
去
、
中
陰
の
う
ち
に
、
名
号
歌
三
十
六
首
す
ゝ
め
ら
れ
し

　
　
　

廿
三
日
に
、
さ
か
い
の
草
庵
へ
か
へ
り
侍
る
。

　
　

八
月
十
五
夜
、
人
々
来
て
一
座
あ
り
し
に

　
　
　

廿
日
、
草
庵
月
次
に

　
　

池

九 

月
十
日
、
池
田
若
狭
守
方
よ
り
、
可
来
と
て
む
か
ひ
あ
り
、
同
十
一
日
、
京
よ

り
飛
鳥
井
新
中
納
言
宋
世
、
上
原
豊
前
守
、
そ
の
外
あ
ま
た
同
道
あ
り
て
若
狭

所
へ
下
給
ふ
、
十
三
日
、
三
十
首
続
歌
あ
り
し
中
に

　
　

十
月
六
日
、
引
摂
寺
月
次
六
月
分
歌
合
沙
汰
有
に

　
　
　

十
四
日
、
宗
椿
す
ゝ
め
に
て

　
　
　

廿
四
日
、
草
庵
へ
か
へ
り
侍
る

　
　

十
一
月
七
日
、
引
摂
寺
月
次
当
座
褒
貶

　
　
　

八
日
、
細
川
阿
州
よ
り
法
楽
と
て
題
を
給
は
る

　
　
　

廿
八
日
、
草
庵
月
次
当
座
褒
貶
の
う
た
に

　
　

十
二
月
十
日
、
引
摂
寺
月
次
う
た
合
に

（
長
享
三
年
正
月
）
八
日
、
草
庵
月
次
に

　
　
　

十
日
、
引
摂
寺
会
三
十
六
首
中
に

　
　

二
月
四
日
、
引
摂
寺
月
次
歌
合

　
　
　

池

十
日
、
池
田
若
狭
守
方
へ
越
侍
る
、
同
十
六
日
、
各
三
首
歌
合
に

（
三
月
）
廿
九
日
、
池
田
へ
下
、
そ
れ
よ
り
堺
へ
く
だ
り
ぬ

　
　

卯
月
十
日
、
引
摂
寺
月
次
歌
合
に

　
　
　

十
三
日
、
常
楽
寺
新
坊
聖
盛
す
ゝ
め
に
て
一
座
有
し
に

　
　

五
月
十
日
、
引
摂
寺
月
次
歌
合
に

　
　
　

十
四
日
、
本
庄
弾
正
左
衛
門
尉
忠
誠
と
こ
ろ
へ
始
て
罷
に
、
一
座
あ
り
し
中
に

　
　
　

廿
三
日
、
藤
原
安
誠
所
へ
、
引
摂
寺
を
召
請
有
て
一
続
の
中
に

　
　
　

池

廿
五
日
、
池
田
若
狭
守
所
へ
越
侍
る
に
、
同
晦
日
一
座
あ
り
し
に

　
　

七
月
三
日
、
弾
正
左
衛
門
尉
忠
誠
す
ゝ
め
に
て
一
座
中
に

　
　
　

七
夕
日
、
引
摂
寺
に
て
一
座
中
に

　
　
　

十
日
、
引
摂
寺
歌
合
に

　
　

池

八
月
五
日
、
池
田
へ
越
侍
り
、
同
八
日
、
京
へ
の
ぼ
り
侍
る
に
、

（
延
徳 

元
年
（
長
享
三
年
八
月
改
元
、
一
四
八
九
）
十
月
）
六
日
、
堺
小
庵
へ
く
だ
り

侍
る
に
、
同
廿
七
日
、
引
摂
寺
の
月
次
に

　
　

十
一
月
十
日
、
引
摂
寺
月
次
歌
合
に
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十
二
月
十
五
日
、
引
摂
寺
に
て
住
吉
法
楽
と
て
続
歌
あ
り
し
中
に

【
第
五
冊
】
延
徳
二
年
〜
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）

（
延
徳
二
年
正
月
）
同
十
日
、
引
摂
寺
月
次
会
始

　
　
　

十
一
日
、
常
楽
寺
月
次
始
、
三
首
の
歌
合
に

　
　

二
月
十
一
日
、
常
楽
寺
歌
合
に

　
　
　

十
二
日
、
隆
珍
の
庵
に
て
、
十
首
の
中
に

　
　
　

廿
日
、
引
摂
寺
三
首
の
う
た
合
に

　
　

三
月
十
日
、
引
摂
寺
月
次
歌
合
に

　
　
　

廿
四
日
、
常
楽
寺
い
つ
も
の
歌
合
に

　
　

四
月
十
日
、
引
摂
寺
い
つ
も
の
歌
合
に

　
　
　

十
一
日
、
常
楽
寺
い
つ
も
の
歌
合
に

　
　
　

十
二
日
、
隆
珍
の
庵
に
て
清
賀
と
云
人
、
二
十
首
続
歌

　
　
　

晦
日
、
藤
原
忠
誠
す
ゝ
め
に
て
、
廿
首
続
歌
中
に

　
　

五
月
八
日
、
常
楽
寺
い
つ
も
の
歌
合
に

　
　
　

十
日
、
引
摂
寺
月
次
歌
合
に

　
　
　

池 

十
八
日
、
越
前
国
一
乗
へ
く
だ
ら
む
と
思
た
ち
侍
る
に
、
先
堺
よ
り
池
田
へ
こ

え
、
京
へ
の
ぼ
り
…
…

　
　
（
以
下
、
九
月
ま
で
京
・
越
前
・
若
狭
・
丹
後
に
逗
留
）

　
　

池

九 

月
四
日
に
、
池
田
へ
直
に
つ
き
侍
る
に
、
同
六
日
、
池
田
民
部
丞
藤
原
綱
正
、

去
月
末
つ
か
た
身
ま
か
り
し
初
七
日
の
追
善
に
、
尺
迦
宝
号
を
冠
に
置
て

…
…
、

　
　

十 

月
九
日
、
常
楽
寺
月
次
、
予
田
舎
へ
下
侍
る
に
よ
り
て
な
き
を
、
再
興
あ
り
て

三
首
歌
合
に

　
　
　

十
日
、
引
摂
寺
月
次
再
興
三
首
歌
合
に

　
　
　

 

廿
五
日
、
藤
原
忠
誠
、
常
楽
寺
の
鎮
守
天
神
に
て
ま
し
ま
す
、
一
七
日
参
籠
法

楽
と
て
同
題
に
て
、
五
首
づ
ゝ
よ
み
侍
る

　
　
　

 

廿
七
日
、
山
の
口
の
草
庵
へ
う
つ
り
て
、
藤
原
忠
誠
を
よ
び
侍
て
、
三
十
首
続

歌
よ
み
し
中
に

　
　

十
一
月
三
日
、
草
庵
へ
引
摂
寺
出
給
時
、
一
座
あ
り
し
中
に

　
　
　

八
日
、
常
楽
寺
い
つ
も
の
歌
合
に

　
　
　

九
日
、
金
光
寺
住
持
、
引
摂
寺
を
招
請
有
て
、
当
座
褒
貶
廿
五
首

　
　
　

十
日
、
引
摂
寺
月
次
歌
合
に

　
　
　

十
一
日
、
通
玄
庵
に
て
、
人
々
歌
合
せ
し
に

　
　
　

十
二
日
、
草
庵
へ
人
々
来
て
一
座
あ
り
し
に

　
　
　

十
四
日
、
金
光
寺
覚
阿
寮
に
て
、
当
座
褒
貶
あ
り
し
に

　
　

十
二
月
四
日
、
常
楽
寺
の
聖
道
達
よ
び
て
、
二
十
首
続
歌

　
　
　

九
日
、
常
楽
寺
月
次
う
た
合
に

　
　
　

十
日
、
引
摂
寺
い
つ
も
の
う
た
合
に

　
　
　

池 

お
な
じ
き
廿
七
日
、
堺
の
草
庵
に
か
へ
り
侍
り
、
廿
八
日
、
藤
原
正
種
か
た
よ

り
法
楽
百
首
の
う
ち
と
て
、
一
首
あ
つ
ら
へ
し

　
（
延
徳
三
年
正
月
）
五
日
、
通
玄
庵
月
次
始
、
一
首
懐
紙
あ
り
し
に

　
　
　

六
日
、
藤
原
忠
誠
所
に
て
、
十
五
首
続
歌
の
中
に

　
　
　

十
日
、
引
摂
寺
月
次
始
、
一
首
懐
紙
に

　
　
　

十
八
日
、
通
玄
庵
月
次
歌
合
に

　
　
　

廿
日
、
金
光
寺
月
次
三
首
歌
合
に

　
　
　

廿
七
日
、
宗
椿
す
ヽ
め
に
て
一
座
中
に

（
二
月
）
八
日
、
通
玄
庵
歌
合
に

　
　
　

十
七
日
、
引
摂
寺
月
次
、
十
日
延
引
あ
り
て
さ
た
あ
り
し

　
　

四
月
十
日
、
引
摂
寺
月
次
歌
合
に

　
　
　

廿
七
日
、
常
楽
寺
月
次
の
う
た
合
に

（
六
月
）
廿
日
、
常
楽
寺
月
次
、
五
月
分
さ
た
あ
り
し
歌
合
に

　
　
　

廿
五
日
、
金
光
寺
月
次
、
五
月
分
あ
り
し
歌
合
に

（
八
月
）
廿
二
日
、
金
光
寺
七
月
分
月
次
歌
合
沙
汰
あ
り
し
に

　
　
　

廿
三
日
、
常
楽
寺
月
次
の
う
た
合
に

　
　

九
月
十
日
、
通
玄
庵
月
次
歌
合
に

　
　
　

廿
四
日
、
通
玄
庵
月
次
歌
合
に

（
十
月
）
七
日
、
金
光
寺
に
て
人
々
の
す
ゝ
め
当
座
五
十
首
中
に

　
　
　

九
日
、
通
玄
庵
い
つ
も
の
歌
合
に

　
　
　

池 

十
九
日
、
池
田
光
明
寺
に
て
、
予
が
逆
修
の
為
に
頓
写
を
書
、
そ
の
経
の
う
は

巻
に
一
首
書
付
侍
り
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十
一
月
六
日
、
宗
椿
す
ゝ
め
に
て
当
座
褒
貶
廿
首
中
に

　
　
　

十
五
日
、
隆
珍
の
庵
に
て
三
首
の
歌
合
に

　
　
　

廿
日
、
金
光
寺
月
次
歌
合
に

　
　
　

廿
五
日
、
通
玄
庵
月
次
歌
合
に

（
十 
二
月
）
お
な
じ
き
十
一
日
、
さ
か
い
の
草
庵
に
か
へ
り
ぬ
、
廿
二
日
、
通
玄
庵

に
て
褒
貶
あ
り
し
三
首
に

　
　
　

廿
五
日
、
お
な（

通
玄
庵
）

じ
庵
に
て
月
次
三
首
の
歌
合
に

（
延
徳
四
年
正
月
）
六
日
、
通
玄
庵
月
次
始
、
一
首
懐
紙
あ
り
し
に
、
同
当
座
中
に

　
　
　

八
日
、
弾
正
左
衛
門
尉
平
忠
誠
所
に
て
十
五
首
中
に

　
　
　

 

十
二
日
、
人
々
廻
て
褒
貶
の
う
た
合
せ
し
。
余
寒
に
よ
り
て
い
づ
か
た
へ
も
出

ざ
る
に
、
草
庵
に
て
興
行
有
し
中
に

　
　
　

廿
五
日
、
通
玄
庵
月
次
三
首
う
た
合
に

　
　

池

三 

月
五
日
、
摂
州
呉
庭
庄
に
光
明
寺
と
云
寺
の
う
ち
に
、
過
し
長
享
の
比
、
小
庵

を
立
、
晴
雲
庵
と
い
ひ
侍
、
つ
ね
に
越
侍
、
其
ほ
と
り
霊
安
院
と
云
所
に
桜
花

さ
か
り
に
て
、
十
四
日
人
々
に
さ
そ
は
れ
見
侍
次
に
、
十
首
続
歌
あ
り
、
此
所

に
祇
園
牛
頭
天
王
ま
し
ま
す

　
　
　

池

十
六
日
、
兵
庫
助
藤
原
正
盛
所
に
て
一
座
中
に

　
　

五 

月
廿
日
、
常
楽
寺
東
房
法
印
珍
盛
死
去
、
五
七
日
の
追
善
の
た
め
に
品
経
の
あ

り
し
に

　
　
　

廿
四
日
、
宗
桂
す
ゝ
め
に
て
各
六
首
う
た
合
あ
り
し
に

　
　

九
月
廿
五
日
、
通
玄
庵
三
首
歌
合
に

　
　

十
一
月
十
八
日
、
通
玄
庵
歌
合
に

　
　

十
二
月
十
八
日
、
通
玄
庵
歌
合
三
首
に

（
明
応
二
年
正
月
）
六
日
、
通
玄
庵
い
つ
も
の
月
次
始
、
一
首
懐
紙
あ
り
し
に

　
　
　

十
九
日
、
常
楽
寺
の
う
ち
の
坊
に
て
人
々
会

　
　
　

廿
三
日
、
宗
椿
と
こ
ろ
に
て
三
十
首
中
に

（
二 

月
）
十
日
、
引
摂
寺
さ
そ
ひ
侍
り
て
堺
南
の
政
所
小
坂
所
に
て
一
座
あ
り
し
中

に

　
　
　

池 

十
四
日
、
池
田
の
草
庵
へ
越
侍
る
に
、
十
六
日
、
池
田
兵
庫
助
正
盛
と
こ
ろ
に

て
三
十
首
中
に

　
　
　

池 

廿
一
日
、
草
庵
近
き
所
に
尊
鉢
と
云
寺
あ
り
、
一
見
し
侍
る
に
、
あ
る
人
短
冊

を
出
し
、
一
首
の
所
望
あ
り
し
に
、
…
…
此
尊
鉢
と
申
は
、
釈
尊
の
御
躰
此
所

に
う
つ
み
て
あ
り
と
な
り

　
　

池

（ 

三
月
）
十
一
日
、
呉
庭
庄
の
う
ち
に
善
城
寺
と
云
寺
に
、
法
花
経
の
談
義
あ
り

し
を
聴
聞
せ
し
に
、
そ
の
庭
に
桜
花
盛
に
て
、
…
…

　
　
　

同
十
七
日
、
堺
の
小
庵
へ
帰
侍
る

　
　

四 

月
二
日
、
常
楽
寺
の
梅
中
坊
に
河
州
御
動
座
に
付
、
大
内
周
防
権
介
の
衆
宿
に

取
て
人
歌
数
寄
に
て
一
座
興
行
せ
し
中
に

　
　
　

 

六
日
、
浦
上
美
作
守
則
宗
、
是
も
御
動
座
に
つ
き
、
泉
州
堺
正
法
寺
と
云
寺
に

あ
り
し
草
庵
へ
尋
侍
る
に
、
盃
の
次
に
一
首
と
所
望
あ
る
に
、
任
筆
は
べ
る

　
　
　

同
九
日
、
美
作
守
則
宗
正
法
寺
に
て
一
座
興
行
あ
り
し
中
に

　

非
常
に
大
雑
把
な
比
較
で
あ
る
が
、
右
の
引
用
し
た
『
松
下
集
』
中
、
堺
で
の
歌
会

ま
た
は
堺
関
係
と
わ
か
る
詞
書
き
と
、
冒
頭
右
肩
に
「
池

」
の
印
を
付
け
た
池
田
で
の

歌
会
ま
た
は
池
田
氏
の
依
頼
と
わ
か
る
詞
書
き
を
比
較
す
る
と
、
堺
115
、
池
田
21
と
な

る
。

　

も
う
少
し
詳
し
く
内
訳
を
見
る
と
、
堺
で
は
、
歌
会
の
場
所
は
、
引
接
寺
（
引
摂
寺

と
も
）
34
、
常
楽
寺
17
、
通
玄
庵
16
、
金
光
寺
６
、
他
に
永
昌
院
・
小
林
寺
・
成
就

寺
・
正
法
寺
１
回
ず
つ
、
正
広
自
身
の
草
庵
16
、
人
物
は
、
細
川
阿
波
入
道
常
泰
（
頼

久
、
細
川
阿
州
、
和
泉
下
守
護
）
２
、
本
庄
弾
正
左
衛
門
尉
忠
誠
７
、
藤
原
安
誠
１
、

宗
椿
５
、
隆
珍
２
、
宗
桂
１
、
浦
上
美
作
守
則
宗
２
と
な
る
。

　

こ
れ
に
対
し
池
田
で
は
、
寺
院
の
名
は
、
光
明
寺
２
、
霊
安
院
１
、
善
城
寺
１
、
尊

鉢
（
釈
迦
院
）
１
、
他
に
正
広
自
身
の
小
庵
（
晴
雲
庵
）
２
が
見
え
る
。
池
田
で
注
目

す
べ
き
は
、
ほ
と
ん
ど
が
池
田
氏
の
歌
会
で
あ
り
、
池
田
氏
同
族
の
み
の
歌
会
な
の
で

あ
る
。
人
名
を
挙
げ
れ
ば
、
池
田
若
狭
守
正
種
７
、
池
田
民
部
丞
綱
正
３
、
池
田
兵
庫

助
正
盛
３
、
池
田
彦
次
郎
正
誠
１
で
あ
る
。
し
か
も
正
誠
（
長
享
二
年
七
月
九
日
）
と

最
後
の
綱
正
（
延
徳
二
年
九
月
四
日
）
の
場
合
は
逝
去
に
よ
る
追
悼
歌
の
依
頼
で
あ

る
。
池
田
に
あ
っ
て
は
正
広
は
池
田
氏
専
属
の
歌
人
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
見
る
と
、
堺
で
は
自
身
の
草
庵
を
含
め
、
九
つ
の
寺
院
の
名
が
あ
り
、
当

然
そ
こ
で
は
住
職
が
歌
会
に
参
加
し
た
で
あ
ろ
う
。
武
士
に
は
和
泉
下
守
護
細
川
常
泰

（
頼
久
）
や
本
庄
忠
誠
が
お
り
、
商
人
（
堺
衆
）
に
は
宗
椿
た
ち
が
い
る
。
宗
椿
に
つ
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い
て
は
、
牡
丹
花
肖
柏
の
歌
集
『
春
夢
草
』（『
私
家
集
大
成
』
六　

明
治
書
院
）
に
、

宗
椿
法
師
む
な
し
く
成
ぬ
る
よ
し
聞
侍
し
、
何
事
に
も
心
あ
り
し
人
に
て
…
…
抑

此
人
和
歌
の
道
に
ふ
か
く
心
を
い
れ
て
、
源
氏
物
語
を
書
る
事
廿
部
に
を
よ
べ

り
、
世
に
た
ぐ
ひ
な
き
こ
と
ゝ
覚
侍
り
、
そ
の
外
わ
か
の
草
紙
筆
を
さ
し
を
く
事

も
な
か
り
き
、
に
は
か
に
わ
づ
ら
ふ
こ
と
に
て
な
く
成
侍
、
そ
の
き
は
ま
で
彼
物

語
を
書
け
る
が
、
あ
さ
が
ほ
の
巻
に
い
た
り
て
う
せ
に
し
よ
し
…
…

と
あ
る
。
ま
た
江
戸
時
代
前
期
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
明
翰
抄
』
第
四
一　

堺
連
歌
師

（
続
群
書
類
従
三
一
輯
下　

続
群
書
類
従
完
成
会
）
に
も
、

　
　

宗
椿　

同
（
肖
柏
門
弟
）、

坂
東
屋
連
歌
中
源
氏
朝
貌
ノ
巻
書
ナ
カ
ラ
死
。

と
あ
る
。「
坂
東
屋
」
と
い
う
屋
号
の
堺
衆
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
堺
と
池
田
を
比
較
す
る
と
、
行
わ
れ
た
歌
会
だ
け
を
見
て
も
、
そ
の
地

域
の
性
格
の
相
違
が
わ
か
る
。
池
田
に
較
べ
堺
は
様
々
な
階
層
、
様
々
な
職
業
の
人
々

が
自
由
に
交
流
で
き
る
地
域
、
都
市
で
あ
っ
た
。

四　

堺
の
人
々
の
文
化
受
容

　
　
　

―

三
条
西
実
隆
の
紀
行
『
高
野
参
詣
日
記
』―

　

招
月
庵
正
広
の
歌
集
『
松
下
集
』
の
詞
書
き
を
史
料
に
し
て
、
正
広
の
関
わ
っ
た
歌

会
の
場
所
や
人
々
、
そ
れ
も
堺
と
比
較
す
る
た
め
に
摂
津
の
池
田
に
お
け
る
歌
会
も
見

た
。
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
世
都
市
堺
の
特
殊
性
、
自
由
都
市
堺
を
論
じ
た
。
本

節
で
は
三
条
西
実
隆
の
紀
行
『
高
野
参
詣
日
記
』（〔
高
野
山
道
の
記
〕『
実
隆
公
記
』

巻
九　

続
群
書
類
従
完
成
会（

７
））

を
通
し
て
、
堺
の
人
々
が
伝
統
的
な
都
の
文
化
を
ど
の

よ
う
に
し
て
享
受
し
た
か
、
そ
の
具
体
例
を
眺
め
て
み
た
い（

８
）。

　

三
条
西
実
隆
は
康
正
元
年
（
一
四
五
五
）
の
生
れ
。
後
土
御
門
天
皇
・
後
柏
原
天
皇

に
近
侍
し
、
内
大
臣
と
な
っ
た
。
永
正
一
三
年
（
一
五
一
六
）
剃
髪
し
、
法
名
尭
空
と

名
乗
っ
た
後
も
参
内
し
、
後
柏
原
天
皇
・
後
奈
良
天
皇
に
仕
え
て
い
る
。
当
代
の
文
化

を
代
表
す
る
存
在
で
、
日
記
の
『
実
隆
公
記
』
や
日
次
歌
集
の
『
再
昌
草
』
に
は
公
家

を
始
め
、
幕
府
の
高
官
・
有
力
地
方
武
士
・
都
の
商
人
な
ど
様
々
な
階
層
の
人
々
が
登

場
す
る
、
ま
さ
に
一
等
史
料
で
あ
る
。
天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
八
三
歳
で
没
し
た
。

　
『
高
野
参
詣
日
記
』
は
大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
夏
四
月
一
九
日
に
伏
見
よ
り
淀
川

を
下
っ
て
高
野
山
参
詣
に
出
る
三
条
西
実
隆
の
紀
行
で
あ
る
。
二
〇
日
、
堺
に
着
き
、

二
二
日
、
堺
衆
の
宗
珀
を
伴
っ
て
高
野
山
に
登
り
、
二
六
日
、
堺
に
帰
り
、
二
七
日
よ

り
五
月
朔
日
ま
で
堺
に
い
て
、
二
日
に
堺
を
発
ち
、
三
日
に
帰
洛
す
る
。
そ
の
間
、
往

路
に
一
日
、
復
路
に
四
日
、
堺
に
滞
在
し
た
。
実
隆
が
堺
の
人
々
と
接
し
て
文
事
の
交

流
を
す
る
の
は
復
路
の
四
日
間
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な
交
流
が
行
わ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
以
下
『
高
野
参
詣
日
記
』
を
見
よ
う
。

　

四
月
の
比
、
住
吉
・
天
王
寺
に
ま
う
づ
べ
き
心
ざ
し
あ
り
て
、
十
九
日
、
伏
見

へ
ま
か
り
て
、
…
…
み
じ
か
夜
も
の
こ
り
な
き
ほ
ど
に
、
お（

大
坂
）

さ
か
と
云
所
に
い
た

り
て
、
…
…
か
く
て
和
泉
堺
南
庄
の
光
明
院
よ
り
む
か
へ
の
輿
な
ど
を
く

ら
れ
し
か
ば
、
や
ど
り
を
出
て
ま
か
り
た
ち
し
に
、
堺光

明
院
檀
那
（
イ
）

の
も
の
と
て
人
々
あ
ま
た

む
か
へ
に
き
た
れ
り
。
ま
づ
天
王
寺
に
ま
う
で
た
り
し
に
、
石
の
鳥
井
の
も
と

に
、
光
明
院
・
阿
弥
陀
寺
な
ど
む
か
へ
に
と
て
出
き
た
れ
り
。
…
…
…
こ
れ
よ
り

住
吉
の
社
に
ま
う
で
ゝ
、
御
神
楽
ま
い
ら
せ
、
十
首
歌
奉
納
せ
し
め
、
所
々
ふ
し

お
が
み
て
、
神
宮
寺
に
ま
う
で
ゝ
、
さ
ら
に
御
前
の
橋
よ
り
松
原
に
出
て
、

…
…
…
和
泉
の
堺
に
ま
か
り
こ
ゆ
と
て
、
…
…
…
南
庄
光
明
院
に
い
た
り
て
、
さ

ま
厭
円
の
い
た
は
り
も
て
な
さ
れ
侍
り
。
夢
庵
に
を
と
づ
れ
し
か
ば
、
や
が
て
尋

ね
き
た
り
。
夕
つ
け
て
又
彼
寄
宿
の
寺
へ
も
ま
か
り
侍
り
。
あ
く
る
日
は
光
明
院

よ
り
夢
庵
を
も
招
請
し
て
斎
を
ま
う
け
ら
る
。

　

廿
二
日
、
高
野
に
参
詣
の
事
思
ひ
立
て
、
宗
珀
と
い
ふ
者
を
し
る
べ
と
た
の
み

て
ま
か
り
た
ち
侍
り
。
…
（
中
略　

高
野
山
・
粉
川
寺
・
根
来
寺
）
…

（
廿
六
日
）
高
師
浜
の
松
原
の
し
た
、
天
神
の
社
の
前
に
輿
を
た
て
ゝ
、

　
　

袖
の
う
へ
に
松
吹
く
風
や
あ
だ
な
み
の 

た
か
し
の
浜
の
名
を
も
立
つ
ら
ん

暮
れ
に
せ
ま
り
て
、
堺
に
か
へ
り
つ
き
ぬ
。

　

廿
七
日
は
、
す
こ
し
う
ち
や
す
み
ぬ
れ
ば
、
宗
仲
が
寮
に
て
一
盞
な
ど
侍
り

き
。

　

廿
八
日
は
、
阿
弥
陀
寺
へ
招
請
あ
り
し
か
ば
、
ま
か
り
向
て
大
師
の
御
作
の
弁

才
天
な
ど
拝
見
、
た
う
と
く
な
ん
。
近
き
寺
の
風
呂
に
入
り
て
、
夕
つ
け
て
帰
る

ほ
ど
、
堺
の
浜
見
め
ぐ
り
て
、
光
明
院
に
か
へ
り
し
か
ば
、
宗
碩
、
京
よ
り
ま
う

で
き
て
、
帰
京
の
道
の
事
ど
も
申
し
と
ゝ
の
へ
ぬ
る
よ
し
申
し
侍
る
。
い
と
う
れ

し
く
な
む
。
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廿
九
日
、
高
野
参
詣
の
前
よ
り
廿
首
題
を
く
ば
り
た
り
し
を
、
け
ふ
夢
庵
に
て

と
り
か
さ
ぬ
べ
き
よ
し
あ
り
し
か
ば
、
か
し
こ
に
ま
か
り
て
侍
り
し
に
、
歌
舞
に

お
よ
び
て
そ
の
興
あ
さ
か
ら
ず
。

　
　
　
　
　

旅
宿
郭
公

　
　
　
　

い
ざ
と
い
ひ
て
都
の
つ
と
に
草
枕 

さ
そ
は
ま
ほ
し
き
ほ
と
ゝ
ぎ
す
か
な

　
　
　
　
　

江
上
眺
望

　
　
　
　

漕
ぎ
か
へ
り
入
江
の
船
の
夕
波
に 

さ
か
ひ
し
ら
る
ゝ
を
の
が
う
ら
く

　
　
　
　
　

寄
二

杣
木
一

恋　
但
此
歌
遣
宗
碩
令
書
之
了
。

　
　
　
　

宮
木
ひ
く
声
に
こ
た
ふ
る
山
ひ
こ
も 

我
う
ち
わ
び
て
な
く
は
し
ら
ず
や

　
　

 　

五
月
朔
日
、
光
鎮
と
い
ふ
も
の
連
歌
興
行
す
べ
き
よ
し
頻
り
に
申
し
侍
し
か

ば
、
光
明
院
に
て
一
座
あ
り
し
に
、

　
　
　
　

浜
何
路
（
イ
）松
の
名
に
や
こ
た
へ
し
ほ
と
ゝ
ぎ
す

　
　
　
　

み
じ
か
夜
お
し
き
浦
な
み
の
こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　

牡
丹
花

　
　
　
　

す
ゝ
し
さ
を
光
に
月
は
秋
立
ち
て　
　
　
　
　
　
　

宗
碩

　
　
　

 

二
日
、
堺
を
た
ち
て
住
吉
に
ま
う
で
ゝ
、
御
神
楽
ま
い
ら
せ
て
思
ひ
つ
ゞ
け

し
、

　
　
　
　

神
も
又
ま
つ
と
し
ぞ
思
ふ
住
の
え
や 

立
ち
か
へ
る
け
ふ
の
波
の
白
ゆ
ふ

　
　

 

天
王
寺
に
ま
う
で
ゝ
、
い
さ
ゝ
か
心
ざ
し
の
御
あ
か
し
な
ど
又
た
て
ま
つ
ら
せ
侍

り
し
。
亀
井
の
水
に
て
、

　
　
　

彼
前
の
契
り
も
し
る
し
む
す
び
あ
ぐ
る 

亀
井
の
水
の
深
き
心
は

…
…
爰
に
て
堺
よ
り
の
衆
み
な
暇
ご
ひ
し
侍
り
し
を
、
猶
こ
う
津
と
い
ふ
所
ま
で

を
の
榎
円
し
た
ひ
ま
う
で
ゝ
、
か
し
こ
に
て
光
明
院
ひ
る
の
か
れ
い
ゐ
な
ど
ま
う

け
て
、
こ
れ
よ
り
か
へ
ら
れ
侍
り
き
。
渡
辺
ま
で
能
勢
源
五
郎
、
輿
・
馬
・
人
な

ど
む
か
へ
に
お
こ
せ
て
、
こ
ゝ
よ
り
船
に
の
り
う
つ
り
て
漕
ぎ
出
る
程
ほ
ど
、

…
…
そ
れ
よ
り
都
へ
お
も
む
き
て
、
さ
る
の
を
は
り
ば
か
に
り
に
此
蓬
屋
に
か
へ

り
つ
き
ぬ
。

　

四
月
一
九
日
、
京
都
を
発
ち
、
翌
二
〇
日
の
朝
、
荘
厳
美
麗
な
大
坂
本
願
寺
の
本
堂

を
見
、
天
王
寺
・
住
吉
社
を
詣
で
て
、
夕
方
に
堺
南
庄
の
光
明
院
に
着
つ
き
、
す
ぐ
に

夢
庵
に
会
う
。
夢
庵
は
牡
丹
花
肖
柏
の
別
号
で
あ
る
。

　

牡
丹
花
肖
柏
は
大
納
言
中
院
通
淳
の
子
、
兄
通
秀
は
内
大
臣
と
な
っ
た
。
肖
柏
は
正

室
の
子
で
は
な
か
っ
た
が
、
貴
紳
出
身
の
た
め
、
し
ば
し
ば
宮
中
に
参
内
し
、
再
三
、

後
柏
原
天
皇
の
歌
会
や
連
歌
会
に
出
座
し
て
い
る
。
長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
頃
よ
り

摂
津
の
池
田
に
居
を
構
え
て
池
田
氏
の
庇
護
を
受
け
て
い
た
が
、
永
正
一
五
年

（
一
五
一
八
）
頃
、
堺
に
移
住
し
た
。
肖
柏
が
な
ぜ
池
田
を
離
れ
て
堺
に
移
っ
た
の

か
、
そ
の
確
か
な
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
前
節
で
正
広
の
『
松
下
集
』
で
見
た
よ
う

に
池
田
が
国
人
領
主
池
田
氏
の
専
横
す
る
土
地
で
あ
る
の
に
対
し
、
堺
は
武
士
や
僧

侶
、
殊
に
堺
衆
た
ち
商
人
の
自
由
に
交
流
す
る
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
『
イ
エ

ズ
ス
会
士
日
本
通
信
』
が
「
日
本
全
国
、
当
堺
の
町
よ
り
安
全
な
る
所
は
な
く
」
と
い

う
よ
う
に
、
戦
国
時
代
に
あ
っ
て
堺
の
安
全
性
が
、
歌
人
で
連
歌
師
の
肖
柏
を
魅
了
し

た
の
で
あ
ろ
う（

９
）。

　

一
日
の
休
養
を
取
っ
た
後
、
実
隆
は
宗
珀
を
伴
っ
て
高
野
山
へ
と
向
か
っ
た
。
宗
珀

の
生
没
年
は
未
詳
で
あ
る
。
堺
衆
の
一
人
で
、
江
戸
時
代
前
期
に
成
立
し
た
人
名
録

『
顕
伝
明
名
録
』（
正
宗
敦
夫
氏
編　

日
本
古
典
全
集　

昭
13
）
に
「
牡
丹
香
花
的
伝
弟

子
、
堺
連
歌
師
、
伊
予
屋
、
古
今
伝
授
」
と
あ
っ
て
、
屋
号
を
「
伊
豫
屋
」
と
称
す
る

堺
衆
で
、
肖
柏
か
ら
古
今
伝
授
を
授
与
さ
れ
て
い
た
事
が
わ
か
る
。

　

中
三
日
お
い
て
、
四
月
二
六
日
夕
刻
、
実
隆
た
ち
は
堺
に
帰
り
着
い
た
。
二
七
日

は
、
一
日
休
養
を
し
て
、
堺
衆
の
一
人
で
あ
ろ
う
、
宗
仲
の
寮
で
食
事
に
招
か
れ
、
酒

盞
を
過
ご
し
た
。
二
八
日
は
、
阿
弥
陀
寺
で
弘
法
大
師
作
と
い
う
弁
才
天
な
ど
を
拝

見
、
近
き
寺
の
潮
風
呂
に
入
り
、
堺
の
浜
を
見
物
し
た
。

　

二
九
日
、
肖
柏
草
庵
の
夢
庵
で
歌
会
が
開
か
れ
た
。
こ
の
歌
会
は
、
当
時
の
歌
会
の

本
流
と
も
い
う
べ
き
続つ

ぎ

歌う
た

形
式
で
、
実
隆
が
高
野
山
出
発
前
に
、
二
〇
の
歌
題
を
出
し

て
お
い
て
、
参
加
者
は
こ
の
日
ま
で
に
題
に
従
っ
て
二
〇
首
詠
ん
で
お
く
の
で
あ
る
。

続
歌
は
、
二
十
・
三
十
・
五
十
・
百
な
ど
一
定
数
の
歌
題
に
従
っ
て
詠
む
歌
会
で
、
会
場

に
来
て
題
が
出
さ
れ
る
当
座
の
歌
会
と
前
も
っ
て
題
が
出
さ
れ
て
い
る
兼
題
の
歌
会
が

あ
っ
て
、
こ
の
日
は
兼
題
の
歌
会
で
あ
る
。
題
は
実
隆
が
高
野
山
出
発
前
に
出
題
し
た

「
旅
宿
郭
公
」「
江
上
眺
望
」「
寄
杣
木
恋
」
ほ
か
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
歌
は
写
実
で

は
な
く
歌
題
か
ら
想
像
し
て
詠
む
想
像
歌
で
あ
る
。
歌
会
で
は
短
冊
に
書
か
れ
た
各
自

の
歌
が
取
り
重
ね
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
歌
会
の
形
式
を
堺
の
人
々
は
喜
ん
だ
。
こ
れ
は

堺
だ
け
で
は
な
く
、
池
田
の
ほ
か
、
日
本
中
、
至
る
所
で
形
式
を
喜
ん
だ
。
都
の
文
化

は
、
前
節
で
見
た
蹴
鞠
も
そ
う
で
あ
る
が
、
歌
や
蹴
鞠
そ
の
も
の
と
と
も
に
、
形
式
が
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喜
ば
れ
、
形
式
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
は
都
の
文
化
を
満
喫
し
た
の
で
あ

る
。

　

翌
五
月
一
日
、
実
隆
の
宿
所
で
あ
る
南
庄
の
光
明
院
で
連
歌
興
行
が
あ
っ
た
。
光
鎮

の
主
催
で
あ
る
。
こ
の
時
の
連
歌
百
韻
が
残
っ
て
い
る

КУ

。
そ
の
う
ち
初
折
表
八
句
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

何　

船

　

浜
松
の
名
に
や
こ
た
へ
し
郭
公　
　
　
　
　
　

雪
（
実
隆
）

　

み
し
か
夜
お
し
き
浦
波
の
声　
　
　
　
　
　
　

肖
柏

　

涼
し
さ
を
ひ
か
る
ゝ
月
に
秋
立
ち
て　
　
　
　

宗
碩

　

夕
露
わ
く
る
片
岡
の
末　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
鎮

　

虫
の
音
に
野
辺
の
宿
り
や
頼
る
ら
ん　
　
　
　

周
桂

　

薄
う
ち
ち
る
風
の
寒
け
さ　
　
　
　
　
　
　
　

重
吟

　

残
る
日
は
衣
手
薄
み
移
ろ
ひ
て　
　
　
　
　
　

宗
碩

　

結
ほ
ゝ
れ
行
く
庭
の
初
霜　
　
　
　
　
　
　
　

雪

　
　
（
以
下
略
）

　

発
句
は
主
賓
の
実
隆
、
旬
の
下
の
作
者
名
に
「
雪
」
と
あ
る
の
は
歌
や
連
歌
に
使
う

実
隆
の
一
字
名
で
あ
る
。
第
二
句
の
脇
は
堺
居
住
の
肖
柏
。
実
隆
を
堺
に
迎
え
て
、
客

発
句
、
脇
亭
主
と
い
う
形
式
で
あ
る
。
第
三
句
は
帰
途
の
準
備
を
整
え
る
た
め
京
都
か

ら
下
向
し
た
連
歌
師
宗
碩
で
あ
る
。
第
四
句
は
主
催
者
の
光
鎮
、
宗
珀
と
同
様
、
堺
衆

の
一
人
で
あ
る
。
第
五
句
の
周
桂
は
宗
碩
の
門
人
の
連
歌
師
、
宗
碩
に
従
っ
て
下
向
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
第
七
句
の
重
吟
は
池
田
在
住
時
代
か
ら
の
肖
柏
の
門
人
で
あ
る

КФ

。

　

連
歌
会
の
翌
日
、
五
月
二
日
、
実
隆
一
行
は
都
へ
の
帰
途
に
つ
い
た
。
高
野
参
詣
を

機
に
堺
に
立
ち
寄
っ
た
当
代
第
一
の
文
化
公
家
の
許
に
堺
の
人
々
、
特
に
宗
珀
や
宗

仲
・
光
鎮
ら
堺
衆
が
集
ま
っ
た
。
宴
席
を
準
備
し
、
歌
会
を
開
き
、
連
歌
を
張
行
し

た
。
以
上
、
伝
統
的
な
都
の
文
化
が
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
た
か
、『
高
野
参
詣
日
記
』

を
通
し
て
具
体
的
に
眺
め
た
の
で
あ
る
。
貴
人
を
迎
え
て
の
催
し
に
は
多
額
の
出
費
を

要
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
中
世
都
市
堺
に
は
多
額
の
出
費
を
惜
し
ま
な
い
豊
か
な
経

済
力
が
漲
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

五　

結
語
に
変
え
て

　
　
　

―

中
世
都
市
堺
の
残
像―

　

応
仁
の
乱
に
よ
る
京
都
の
混
乱
に
引
き
替
え
、
堺
は
繁
栄
し
、
安
定
し
た
。
経
済
的

発
展
の
一
因
に
は
遣
明
貿
易
に
あ
っ
た
。
は
じ
め
遣
明
船
は
堺
か
ら
も
出
港
し
た
が
、

博
多
に
集
結
し
て
中
国
大
陸
へ
と
向
か
っ
た
。
し
か
し
応
仁
の
乱
を
境
に
遣
明
船
の
出

入
港
は
堺
に
限
ら
れ
、
堺
の
独
占
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
遣
明
貿
易
は
堺
に
富
を
も

た
ら
し
た
。
富
を
求
め
て
僧
侶
や
公
家
た
ち
、
文
化
人
が
来
往
し
、
居
住
し
た
。
武

士
・
商
人
も
平
等
に
平
穏
に
堺
に
居
住
し
た
。
こ
う
し
た
中
世
都
市
堺
の
姿
が
甘
露
寺

親
長
の
『
親
長
卿
記
』・
招
月
庵
正
広
の
『
松
下
集
』・
三
条
西
実
隆
の
『
高
野
参
詣
日

記
』
に
見
ら
れ
た
。

　

し
か
し
こ
の
繁
栄
も
天
文
年
間
（
一
五
三
二
）
に
入
る
と
翳
り
が
見
え
始
め
る
。
和

泉
国
は
細
川
一
族
の
和
泉
上
守
護
家
と
和
泉
下
守
護
家
に
よ
っ
て
共
同
支
配
が
行
わ
れ

た
両
守
護
体
制
で
あ
っ
た
。
摂
津
国
が
細
川
宗
家
の
京
兆
家
が
分
裂
し
、
河
内
国
の
畠

山
氏
が
両
派
に
分
か
れ
て
闘
争
を
繰
り
返
す
中
で
一
応
、
安
定
を
保
っ
て
い
た
。
し
か

し
細
川
宗
家
の
分
裂
が
三
好
氏
の
台
頭
を
招
き
、
特
に
三
好
元
長
・
三
好
長
慶
が
本
貫

地
の
阿
波
国
か
ら
堺
や
兵
庫
へ
出
兵
を
繰
り
返
す
と
、
堺
の
安
泰
も
薄
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
の
天
下
統
一
事
業
の
中
で
、
堺
の
繁
栄
は
弱
体

化
し
、
秀
吉
政
権
に
あ
っ
て
は
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

慶
長
二
〇
年
（
元
和
元
年　

一
六
一
五
）
四
月
の
大
阪
夏
の
陣
の
折
、
堺
は
前
哨
戦

で
焦
土
と
化
し
た
。
そ
の
中
よ
り
復
興
が
な
さ
れ
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
中
世
都
市

と
し
て
秀
で
た
繁
栄
を
誇
る
姿
は
薄
ら
い
で
い
た
。
た
だ
、
第
二
節
で
見
た
よ
う
に
西

鶴
が
堺
を
評
し
て
「
堺
と
い
ふ
所
は
俄
分
限
者
稀
な
り
。
親
よ
り
二
代
三
代
つ
ゞ
き

て
、
古
代
の
買
置
物
、
今
に
売
ら
ず
し
て
時
節
を
待
つ
は
、
根
づ
よ
き
所
な
り
」
と
か

「
こ
の
津
は
長
者
の
隠
れ
里
、
根
の
し
れ
ぬ
大
金
持
、
そ
の
数
を
し
ら
ず
」
と
い
う
の

は
、
ま
さ
に
「
中
世
都
市
堺
の
残
像
」
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

西
鶴
の
時
代
、
元
禄
年
間
の
後
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
大
和
川
の
川
違
え
が
行

わ
れ
、
大
和
川
の
土
砂
が
直
接
、
堺
港
を
脅
か
す
よ
う
に
な
っ
た
。
堺
の
衰
退
は
い
っ

そ
う
激
し
さ
を
増
し
た
の
で
あ
る
。

　

堺
に
関
す
る
歴
史
書
は
多
い
。
吉
田
豊
氏
の
「
堺
の
ま
ち
の
歴
史
像―

名
著
堺
市
史
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か
ら
75
年― КХ

」
は
要
領
よ
く
纏
め
ら
れ
て
い
て
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

注（
１ 

）
岡
見
正
雄
氏
「
室
町
ご
こ
ろ
」『
国
語
国
文
』
昭
26
・
11
、（
後
、『
室
町
ご
こ
ろ
』
岡
見
正
雄

博
士
還
暦
記
念
刊
行
会　

角
川
書
店　

昭
53
再
収
）

（
２ 

）
拙
稿
「
大
阪
の
河
川
と
海
港
の
文
化
と
文
学
（
稿
）―

地
域
学
・
地
域
文
学
論
資
料
収
集
の

一
作
業―

」
関
西
大
学
『
な
に
わ
・
大
阪
文
化
遺
産
学
研
究
セ
ン
タ
ー
２
０
０
６
』
平
19
・

３

（
３ 

）
遣
明
船
の
略
年
譜
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
（『
国
史
大
辞
典
』
５
（
吉
川
弘
文
館
）
参

照
）

　

出　

発　

年　
　
　
　
　

帰　

朝　

年

　

応
永
八
年
（
一
四
〇
一
）　　

応
永
九
年
（
一
四
〇
二
）

　
　

一
〇
年
（
一
四
〇
三
）　　
　

一
一
年
（
一
四
〇
四
）
帰
国
に
「
勘
合
」
持
参
↓
以
後
勘
合
船

　
　

一
一
年
（
一
四
〇
四
）　　
　

一
二
年
（
一
四
〇
五
）
第
一
次
勘
合
船

　
　

一
二
年
（
一
四
〇
五
）　　
　

一
三
年
（
一
四
〇
六
）

　
　

一
三
年
（
一
四
〇
六
）　　
　

一
四
年
（
一
四
〇
七
）

　
　

一
五
年
（
一
四
〇
八
）　　
　

一
六
年
（
一
四
〇
九
）

　
　
　
　

（
不
明
）　　
　
　
　
　

一
八
年
（
一
四
一
一
）

　

永
享
四
年
（
一
四
三
二
）　　

永
享
六
年
（
一
四
三
四
）

　
　
　

六
年
（
一
四
三
四
）　　
　
　

八
年
（
一
四
三
六
）

　

宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
）　　

享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）

　

寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）　　

文
明
元
年
（
一
四
六
九
）

　

文
明
八 

年
（
一
四
七
六
）　　
　

一
〇
年
（
一
四
七
八
）
応
仁
乱
以
後
、
瀬
戸
内
海
を
避
け
、
堺
よ

り
土
佐
沖
迂
回
、
こ
の
時
、
堺
の
湯
川
宣
阿
の
請
負

　
　

一
五 

年
（
一
四
八
三
）　　
　

一
七
年
（
一
四
八
五
）
甘
露
寺
親
長
弟
取
龍
首
座
乗
船
、
帰
国
は

一
七
年
一
二
月
に
肥
前
の
五
島
列
島
に
着
い
た
が
、
堺
に
帰
港
し
た
の
は
翌
年
七
月
で

あ
っ
た

　

明
応
二
年
（
一
四
九
三
）　

明
応　

五
年
（
一
四
九
六
）

　

永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）　

永
正
一
〇
年
（
一
五
一
三
）
大
内
船
と
細
川
船
が
寧
波
で
抗
争

　
　

一
七
年
（
一
五
二
〇
）　
（
不
明
）

　

天
文
七
年
（
一
五
三
八
）　

天
文
一
〇
年
（
一
五
四
一
）
大
内
船

　
　

一
六
年
（
一
五
四
三
）　　
　

一
九
年
（
一
五
五
〇
）
大
内
船

　
　

遣
明
船
渡
航
は
一
九
回
、
勘
合
船
は
一
七
回
（
と
も
に
内
一
回
は
出
発
帰
朝
年
次
未
詳
↑
中
国

の
記
録
に
よ
る
）。

（
４ 

）
取
龍
首
座
に
つ
い
て
、
今
泉
淑
夫
氏
『
東
語
西
話 

室
町
文
化
寸
描
』
吉
川
弘
文
館　

平
６　

中
「
江
南
院
龍
霄
」
に
詳
し
い
。
江こ
う

南な
ん

院い
ん

龍り
ゅ
う

霄し
ょ
うは

親
長
の
息
子
で
、
取
龍
首
座
の
甥
に
当
た

る
。
文
明
一
五
年
、
叔
父
に
従
っ
て
遣
明
船
に
乗
っ
て
渡
明
し
た
。
龍
霄
の
人
物
像
が
実
に

詳
細
に
論
ぜ
ら
れ
た
研
究
で
あ
る
。

（
５ 

）
親
長
の
蹴
鞠
に
つ
い
て
は
、
稻
垣
弘
明
氏
「
応
仁
・
文
明
〜
明
応
期
に
お
け
る
蹴
鞠
界
の
様

態―

甘
露
寺
親
長
の
日
記
を
通
し
て
み
た―

」
13
『
日
本
史
学
集
録
』
筑
波
大
学
日
本
史
談

話
会
1991
に
詳
し
い
。

（
６ 

）
拙
稿
「
戦
国
初
期
、
堺
の
人
々
と
歌
会 ―

招
月
庵
正
広
「
松
下
集
」
を
中
心
と
し
て―

」
大

阪
歴
史
学
会
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
81　

昭
53
・
12
。
な
お
森
田
恭
二
氏
「
和
泉
守
護
所
の
位
置

を
探
る
」『
帝
塚
山
学
院
大
学
研
究
論
集
（
文
学
部
）』
42　

平
19
・
12
に
も
『
松
下
集
』
が

史
料
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
７ 

）
適
宜
、
群
書
類
従　

第
十
八
巻
『
高
野
参
詣
記
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
）
を
参
照
し
て
濁

点
・
句
読
点
を
私
に
付
し
た
。

（
８ 

）
拙
稿
「
堺
、
塩
風
呂
と
連
歌 ―

三
条
西
実
隆
「
高
野
山
道
の
記
」
に
見
る
都
市
の
一
面―

」

大
阪
歴
史
学
会
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
100　

昭
58
・
９

（
９ 

）
拙
稿
「
戦
国
社
会
と
連
歌
師―

牡
丹
花
肖
柏
の
生
涯
を
通
し
て―

」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

編
『
和
歌
と
貴
族
の
世
界 

う
た
の
ち
か
ら
』
塙
書
房 

2007
・
３
に
、
た
と
え
正
室
の
子
で
な

い
と
し
て
も
、
高
貴
な
身
分
の
肖
柏
が
池
田
や
堺
と
い
っ
た
地
方
都
市
で
自
由
に
居
住
で
き

た
こ
と
に
戦
国
時
代
の
特
徴
が
あ
る
と
論
じ
た
。
今
泉
淑
夫
氏
は
前
掲
の
「
江
南
院
龍
霄
」

（
注
（
４
））
の
中
で
、
肖
柏
も
龍
霄
も
「
当
時
の
身
分
意
識
の
な
か
で
し
か
る
べ
き
範
疇
に

入
ら
な
い
、
社
会
通
念
か
ら
す
れ
ば
や
や
特
殊
な
生
活
を
す
る
「
あ
い
ま
い
な
」
存
在
」
と

述
べ
て
お
ら
れ
る
が
（
Ｐ
25
）、
こ
の
「
あ
い
ま
い
」
は
ま
こ
と
に
適
切
な
表
現
だ
と
感
じ
入

っ
た
。

（
10 

）
写
本
は
静
嘉
堂
文
庫
（
連
歌
集
書
三
一
）・
大
阪
天
満
宮
文
庫
・
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
に
あ

る
。
な
お
拙
稿
「
堺
、
塩
風
呂
と
連
歌
」（
注
（
８
））
に
百
韻
全
部
の
翻
刻
を
掲
載
し
た
。

（
11 

）
木
藤
才
蔵
氏
『
連
歌
史
論
考 

増
補
改
訂
版
』
明
治
書
院 

平
５
（
Ｐ
647
・
Ｐ
730
）

（
12 

）
吉
田
豊
氏
「
堺
の
ま
ち
の
歴
史
像―

名
著
堺
市
史
か
ら
75
年―

」『
堺
市
博
物
館
報
』
23　

平

16
・
３


